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試験期間　　昭和52年10月25目引昭和52年12月7日

試料名　2，5，5，5｝2，53ぎ，5ちオクタクロロジプ自ピ》エーヴル

　　　　　　　　　　　　　　　　　（毒q斗ソ伍K－550）

分子式　C6H60C£3

構鱒リリ鯉
α一ひ（ンG－O－C－C－C一（ユ

　　血晶　晶6し

　　　性状　純度9五2多，沸点144～150℃（1皿nH9）
　　　　　　　　比重一t64＾一1．66　，溶解性水に不溶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（提示資料による）

5．　試験方法及び条件

1鰭蕪｝姓一一一…・

　5．1　試験装置

　　　　酸素消費量自動測定機

　52　酸素消費量測定

　　　　　5．1の記録による

　ろ・5　生分解試験後の直接定量法

　　＠）　使用分析機器

　　　　　ガスクロマトグラフ　検出器　FエD

（b）　分析試料の前処理

賦験副
1←ク・・ホルムgo凪
1・振とう抽出（15分間）
1・静置（50分間）

　　　逐二更tク・・ホル画
　　　　　　　　　　　　　　』脱水（無水硫酸ナトリウム）
　　　　　　　　　　　　　　ナ
　　　　　　　　　　　　　　h定容（100ml）
　　　　　　　　　　Fト
　　　　　　　　　　　トGC試料．11
　　　　　　　　　　　L　．』！

　（c）分析条件

　　ガスクロマトグラフ（G¢）検出器FID

　　　キャリアガス　　N2・

　　　充で∫曳ん剤　10郷一5砂口モンル州

　　　醐カラム　　5血φ×1m

　　　カラム温度　 196℃

4　試験結果

i分解度（多）！付
図耐 表

酸素消費量による整果！ 口 1
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備　　考

試料は液体左ので20μ1（50］㎎）を培養ピン中へ仕込んだ。

試験終了咳は分散していた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　　下


